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九州大学附属図書館の利用統計

1,787件相互貸借（借受）

8,613件文献複写依頼

26,636件レファレンス

229,429冊館外貸出

963,805人入館者

数項目

162,194国内文献CiNii (2006.4～)5

310,313海外文献Web of Science4

333,856ﾘﾝｸﾘｿﾞﾙﾊﾞきゅうとLinQ3

395,339電子ｼﾞｬｰﾅﾙ
集

きゅうと
E-Journals

2

1,740,428所在情報きゅうとOPAC1

検索回数種別サービス名順
位

検索ランキング（2006年）*閲覧統計（平成18年度）

1,389,558回フルテキストのダウンロード回数

回数項目

電子ジャーナル利用（2006年）

* Webcat Plus, PubMed, Google Scholarなど
統計が取得できないものを除く

OPACの現状 (1)

多様な検索語の指定
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OPACの現状 (2)

著者、件名、分類からの再検索

海外での取り組み
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OPACを面白く： 表紙＋概要の追加

表紙イメージ
概要／目次／レビュー

OPACを面白く： ファセット、適合率ソート、RSS

ファセット

新着RSS

適合率ソート
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OPACを面白く： 視覚化, 統合検索

関連語の視覚化

リソースの統合検索

相互運用性： Google Book Search

ローカル所蔵検索
（WorldCat）
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OPACのSaaSモデル：WorldCat Local

自館所蔵資料が
優先表示

その他の取り組み

• OPACへデジタル化した図書の追加
– Univ. of MichiganのMbooks

• OCLC WorldCatのFRBR化
– FictionFinder

• Web 2.0的?!
– コメント機能

• Ann Arbor District Library 
– オススメ

• この本を借りている人は、こんな本も借りている
– 自分用の本棚

• LibraryThing、BOOKLOG
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これから必要な環境

各大学に必要な環境

• 電子資料の契約・アクセス管理と統計
–電子ジャーナル、電子ブックのMARCレコード
登録・更新
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九州大学
電子ジャーナル

OPACへの電子書誌登録（ローカル）

電子ジャーナル＋冊子所蔵

電子ジャーナル

九州大学で
電子ジャーナルが利用可能

ダミー書誌作成

ISSN・タイトル照合

ﾌﾙﾃｷｽﾄﾌﾗｸﾞ=2
（冊子のみ）

ﾌﾙﾃｷｽﾄﾌﾗｸﾞ=1
（電子ｼﾞｬｰﾅﾙ有）

URLは
セットしない！

（ナレッジベース）

Webcat Plusなど
電子ジャーナル以外への
リンクを提供

冊子所蔵（雑誌）

各大学に必要な環境

• 電子資料の契約・アクセス管理と統計
– 電子ジャーナル、電子ブックのMARCレコード登録・
更新

– 電子リソース管理（ERM）システムとSUSHI
• 目録登録の自動化、迅速化とデータ補強

– 出版流通との連携
• データの相互運用性

– Google、OCLCへ
– 海外ILSメーカー参入
– 外部インターフェースから

• 形態違い（冊子、電子、版違い）の紐づけ
– LCCN、xISBN、FRBR化
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国内モデル

a. NIIなどによるSaaSモデル
– 受入・目録・公開の全てを一元管理
– 閲覧・ILLも
– セキュリティに配慮

b. 国内での仕様共通化
– ベンダー各社、またはオープンソースで、仕様準拠の
図書館システム構築→各大学が採用

– 基本機能とオプション機能
c. NACSIS-CATに頼らないモデル

– 各図書館が受入時に効率的に書誌データ登録（出版
社、書店などから提供を受ける）

– OAI-PMHハーベストなどで、総合目録＋ILL


